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コミュニティメディアの地域住民との協力関係に関する研究
-ケーブルテレビ局とコミュニティFM局を研究対象として-
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アンケート結果 放送局の概要
住民が地域に愛着を持ち、豊かな生活を送るためには①地域の身近な情
報の取得②地域内のつながり③地域の魅力や課題の共有が重要である。
現在、様々な情報発信媒体があるが、本研究では、地理的に限定した範
囲に地域密着情報を発信しており、住民が介入できるコミュニティチャ
ンネルを持つケーブルテレビ局（Community AntennaTeleVision）と
コミュニティFM局（Community Frequency Modulation）をコミュニティメ
ディアと定義し、これらが地域住民とどのように協力関係を持って活動
しているのかを明らかにすることを目的とする。

コミュニティ・メディアの概要

種類 都道府県
・地方新聞紙 ・地方テレビ局 ・地方ラジオ局 ・SNS（自治体）

・県域タウン情報誌 ・地域情報サイト（自治体・民間）

市区町村
・地域紙 ・ケーブルテレビ ・コミュニティFM ・SNS（自治体）

・市区町村域タウン情報誌 ・地域情報サイト（自治体・民間）

特定範囲 ・ミニコミ誌 ・SNS（個人）・地域情報サイト（民間・個人）

役割 ・対象地域範囲内に暮らしを豊かにする情報を提供する

・地域内の人や場所の繋がりを強固にする

・地域外に対して地域の魅力を発信する

ケーブルテレビ局とコミュニティFMに注目
前提 ・音声や映像を用いた影響力と即時性の強さ

注目点 ・地域に密着した情報を発信している
・地域住民が参加できる（双方向性がある）

コミュニティチャンネルを持つケーブルテレビ局（Community Antenna TeleVision）

コミュニティFM局（Community Frequency Modulation）

本研究における、コミュニティメディアと定義（以下、CATVとCFMと略す）

開局における地域に関する要件
CFM

１週間の放送時間の50％以上を占める

地域に密着した情報番組 地域住民の要望に応える放送

エリア ①原則、１つの市区町村の一部の区域

②地域的・住民のコミュニティとしての一体性がある場合
隣接又は隣々接する他の市区町村の一部の区域を合わせた区域

※行政、経済、日用品の流通などの一体性

番組内容

CATV 開局においては、CFMのような地域に関する要件はない

地域住民との関わりのプロセス

アンケート調査による実態調査

全国のCATVとCFMに

WEBアンケートを実施

・放送局の概要
・地域情報番組について
・地域住民との
関わりについて

なお、本研究では、
各放送局がターゲットと
している実際の範囲を
「地域」と定義しており、
地域情報番組とはその
「地域」に関系する情報を
扱う番組のことである。
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運営期間（開局以降の期間）
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スタッフ数(常勤)

1～3人 4～6人 7～9人 10人以上
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放送対象として届出している市区町村数

1市区町村 2市区町村 3市区町村 4市区町村 5市区町村以上

運営期間はCATVの方が長い傾向にあり、
CFMは10年未満が約5割と短い傾向にあった。
常勤スタッフ数は、10人以上の割合がCFMは
約1割であるのに対し、CATVでは約3割あり、
比較的多い傾向が見られた。
放送対象として届出している市区町村の
数は、CATVは半数以上が1市区町村である
一方で、CFMは複数の局が約7割あった。

アンケート結果 地域情報番組について
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1週間の放送時間に占める地域情報番組の放送時間割合

約1～4割 約5～6割 約7～8割 約9～10割
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地域情報番組で最も扱う情報の種類

①地域のイベント情報 ②地域のお店情報

③地域の素敵な人・団体情報 ④地域の安全情報

⑤地域の行政情報
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地域の一般住民

地域の有識者・タレント

地元企業

地方自治体

商店街振興会・組合

観光協会、観光・宿泊施設

農業団体・漁業団体など

地域団体

地域の他メディア

幼稚園・保育園

小学校・中学校・高等学校

大学・専門学校など

地域情報番組を制作する上での継続的な連携先

CATV (有効回答数＝41) CFM (有効回答数＝42)

放送時間割合は、CATVでは約9割
以上が5割を越えており、
逆にCFMは約1～4割が5割を越え
るといった結果となった。
最もよく扱う地域情報は、
どちらもイベント情報が最も多い
結果となった。しかし、CATVで8
割以上と顕著な一方で、CFMでは
行政情報も3割と高い結果となっ
ている。

地域情報番組を制作する上での継続的な連携先については、どちらも地方自治体や
地域の一般住民、団体が多く、特に地方自治体は高い割合となっている。
その他にも5割以上が多く、多くの連携先があることがわかる。

アンケート結果 地域住民との関わりについて
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地域の一般住民に番組参加してもらっているか

してもらっている してもらっていない
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1ヶ月の平均番組参加人数

平均1～5人 平均6～10人 平均11人以上
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局や番組単位でSNSを運営しているか

している していない
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1週間に送られてくる意見・感想の平均数

平均1～5件 平均6～10件 平均11件以上
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1週間に送られてくる情報提供の平均数

平均1～5件 平均6～10件 平均11件以上

番組出演については、どちらも5割以上がしても
らっており、特にCFMは約9割と顕著で、出演人
数についても多い傾向にあった。
SNSの運営についてはCFMが約9割の局でしてい
るのに対し、CATVでは4割以下と差が見られた。
送られてくる意見・感想や情報提供については、
CATVでは5件以下が意見感想で約8割、情報提供
で4割以上と高い割合であった一方で、CFMでは
11件以上が意見感想で6割以上、情報提供で5割
以上と高い割合であり、CATVよりも多く送られ
てきている傾向が見られた。

まとめ
全体として、番組を作るうえで自治体や一般住民、地域団体を中心に様々なところと
連携していることがわかった。
そして、数値的に地域との関わりを見てみるとCATVと比べてCFMの方が地域住民と深
く関わりを持って活動していることが明らかになった。
今後は、地域住民との関わりとはどのような場合に行われ、どのような目的で行われ
るかなどの視点から関わり方をパターン化し、放送局をいくつかのタイプに分類して
コミュニティメディアと地域住民との関わりについて迫っていきたいと思います。

・地域住民からの情報提供 ・地域住民や地元企業などへの取材
・地域住民や地元企業、自治体からの企画持ち込み
・スポンサーや連携先の募集

準備段階

・地域住民スタッフの募集 ・番組出演者の募集
・地域住民スタッフによる番組制作 ・企業や施設への出演交渉
・番組コンテンツとして扱う

制作段階

・地域住民による番組視聴 ・地域住民の番組出演
・地域住民スタッフとして

放送段階

・意見感想の募集 ・番組モニターによる評価
・番組審議会による評価

評価段階

配布日時 2月15日　回収締切日：3月2日
調査手法 メール送信によるWEBアンケート配布・回収

調査対象
総務省のウェブサイトに記載されている全国のコミュニティチャンネル
を持つCATV局323局のうちメールアドレスを取得できた291局と全国にあ
るCFM局303局のうちメールアドレスを取得できた266局

配布件数 CATV291件　　CFM266件　　合計557件
回収件数 CATV42件　　CFM42件　　合計84件
回収率 CATV14.4％　CFM15.8％　合計15.1％

アンケート概要

・運営期間・スタッフ数
・届出している対象市区町村数
・各放送局の対象市区町村の合計数
・届出範囲と実際に放送局がターゲットとする範囲との違い
・実際に放送局がターゲットとしている範囲の半径距離
・1日の放送時間
・1日の放送時間に占める地域情報番組の割合
・地域情報番組内でよく扱う地域情報
（1番多いものと2番目に多いもの）
　※マルチ番組とは①～⑤の情報を複数含む番組
・取材活動時間が最も長い番組の1回当たりの放送時間
・その取材活動を行うスタッフ数と合計取材時間
・平均的な取材時間との比較
・地域情報番組を制作する上での継続的な連携先
・地域住民の番組出演の有無
・1ヶ月の地域住民の出演平均人数
・局全体や番組単位で運営しているSNSの有無
・1日の平均投稿回数
・ファンクラブ・サポーターなどの会員募集の有無
・1週間に送られてくる意見・感想や情報提供の平均件数
・最も多く意見・感想や情報提供が送られてくる番組の内容
・番組モニター制度の有無
・番組審議委員数・昨年行われた番組審議会の回数
・委員の中の地域住民の数・審議会の結果を公開しているか

アンケート項目

放送局の概要

地域情報番組
について

地域住民との
関わりについて


